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肇

市
民
目
線
で
市
政
の
執
行
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
へ
の

�

環
境
配
慮
は

猫
の
多
頭
飼
育
崩
壊
事
案
の

�

再
発
防
止
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

�

学
校
適
正
配
置

質
　市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
で
は
、
市
は

「
介
護
保
険
料
の
還
付

金
の
手
続
き
」
を
、
高

齢
者
に
「
電
話
で
口
座

番
号
を
聞
く
」
と
い
う
方
法
で
行
っ
て
い
る
。

　今
、
市
民
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
時
に
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
す
べ
き
で
は
な
い
。
市
が
こ
の
よ
う
な
や

り
方
を
し
て
は
、
市
民
が
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
の
経
緯
と
実
態
は
、
ま
た
、
併
せ

て
市
民
か
ら
の
指
摘
以
後
、
還
付
金
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
全
体

で
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
還
付
金
が
発
生
し
た
方

に
通
知
を
送
付
し
て
口
座
を
確
認
し
て
い
た

が
、
本
人
の
意
向
や
事
務
の
期
限
の
状
況
に

よ
り
電
話
で
確
認
し
て
い
た
。
市
民
か
ら
の

指
摘
に
よ
り
、
全
庁
的
に
改
善
し
、
電
話
に

よ
る
口
座
番
号
の
確
認
は
行
わ
ず
文
書
で
行

う
こ
と
と
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
市
民

の
指
摘
で
事
務
処
理
の
問
題
に
気
が
付
い
た

こ
と
と
、
各
部
署
が
連
携
を
と
っ
て
対
応
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
点
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

質
　林
地
開
発
を
行
い
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
る
施
設
が

市
内
で
数
カ
所
あ
る
。

林
地
開
発
は
関
係
法
令

に
基
づ
き
許
可
さ
れ
る
が
、
千
歳
浄
水
場
付

近
に
あ
る
当
該
施
設
に
つ
い
て
開
発
に
伴
う

水
源
に
関
す
る
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　当
該
地
域
は
、
水
源
周
辺
の
土
地
が
適

正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
海
道
が
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
で
指
定
し
た
区
域

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
室
蘭
市
と
共
同
使
用

し
て
い
る
千
歳
浄
水
場
の
水
源
で
あ
る
登
別

川
の
上
流
域
に
あ
た
り
、
開
発
に
よ
っ
て
は

水
源
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　こ
の
た
め
本
市
と
室
蘭
市
、
ソ
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る
業
者
と
の
三
者
に
お
い
て
、
水
源

へ
の
被
害
の
未
然
防
止
や
被
害
発
生
時
の
措

置
や
損
害
額
な
ど
を
含
め
た
協
定
を
締
結
し

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　な
お
、
開
発
に
伴
い
開
発
事
業
者
と
詳
細

な
協
議
を
行
い
、
施
工
中
や
施
工
後
の
排
水

処
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
求

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
年
に
市
内
で
発
生

し
た
猫
の
多
頭
飼
育
崩

壊
事
案
の
再
発
防
止
や
、

今
後
の
愛
護
動
物
管
理

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
は
よ

り
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

担
当
部
局
と
の
連
携
を
密
に
す
る
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
動
物
愛

護
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
も
つ
北

海
道
行
政
の
み
な
ら
ず
、
民
間
の
愛
護
動
物

支
援
団
体
と
の
連
絡
も
取
り
合
い
、
情
報
収

集
や
適
切
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

猫
の
適
正
な
飼
養
に
か
か
わ
る
普
及
啓
発
活

動
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え
に
向
け
た
基
本

的
考
え
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
本
年

度
内
に
、
新
庁
舎
建
設
場
所
も
明
記
し
た
基

本
構
想
案
を
策
定
し
、
市
民
に
提
示
し
て
い

く
こ
と
。
新
庁
舎
建
設
ま
で
の
最
長
期
間
を

6
年
間
（
２
０
２
３
年
ま
で
）
と
設
定
。
有

利
な
起
債
制
度
に
も
つ
な
が
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
を
行
う
か
、
本
年
度
内
に

判
断
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質
　導
入
か
ら
４
年
目

を
迎
え
た
本
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
従
来
と

違
っ
た
新
た
な
取
り
組

み
は
。

答
　従
来
の
活
動
に
加
え
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
指
導
を
地
域
の
方
に
お
願
い
す
る

な
ど
、
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

質
　小
中
一
貫
教
育
の
た
め
の
学
校
連
携
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　目
指
す
子
ど
も
像
を
設
定
し
、
授
業
交

流
や
教
員
同
士
の
交
流
会
を
通
し
指
導
内
容

や
指
導
方
法
の
系
統
性
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
。

質
　登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
が
平

成
26
年
５
月
に
示
さ
れ
た
が
、
現
状
の
小
規

模
校
に
対
す
る
保
護
者
、
地
域
の
認
識
は
。

答
　「
児
童
生
徒
の
き
め
細
や
か
な
指
導
が

な
さ
れ
る
」
「
人
間
関
係
が
固
定
さ
れ
や
す

い
」
「
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
地
域
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を
中
心
に

地
域
や
保
護
者
と
話
し
合
い
を
進
め
、
学
校

の
適
正
な
配
置
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

そのほかの質問：住宅宿泊事業法（民泊新法）について

そのほかの質問：防災対策について

一 般 質 問

　障
害
者
福
祉
費
の
自
立
支
援
医
療
費
が
新
規

受
給
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
３
千
万
円
の
補
正

予
算
を
追
加
し
ま
し
た
。
転
入
に
よ
る
増
も
あ

り
、
医
療
機
関
・
環
境
が
充
実
し
た
地
域
に
人

が
集
ま
り
、
本
市
は
そ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。

　火
災
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
に
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
消
防
職
員
に
支
給
し
て
い
る
防
火

衣
は
前
回
更
新
後
10
年
以
上
経
過
し
、
劣
化
が

著
し
く
、
防
火
性
の
低
下
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
更
新
し
ま
す
。
次
回
更
新
ま
で
の
間
に
破
損

な
ど
で
の
交
換
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
点
検
基

準
に
従
い
日
々
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
　今
後
の
耐
震
改
修
事
業
の
予
定
は
。

答
　補
助
対
象
ホ
テ
ル
６
棟
の
う
ち
、
本
年
度

ま
で
の
耐
震
補
強
の
進
ち
ょ
く
と
し
て
、
既
に

完
了
し
て
い
る
も
の
が
１
棟
、
本
年
度
に
つ
い

て
は
、
着
手
済
み
１
棟
、
加
え
て
今
回
の
補
正

で
１
棟
の
一
部
が
着
手
さ
れ
、
来
年
度
に
は
完

成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
の
耐
震
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
、
対
象
ホ
テ
ル
と
の
協
議
に
よ
り

３
棟
が
該
当
し
て
い
る
。
事
業
に
応
じ
て
国
の

交
付
金
な
ど
の
要
望
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

質
　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の
早
期

支
給
に
か
か
わ
り
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数

と
支
給
時
期
は
。
ま
た
、
支
給
児
童
生
徒
が
、

転
出
入
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
は
、
２
月
１
日

を
基
準
に
小
学
校
76
人
、
中
学
校
65
人
を
予
定
。

支
給
時
期
は
３
月
２
日
。

　ま
た
、
支
給
後
の
転
出
者
は
、
返
還
と
い
う

方
法
を
と
ら
ず
、
転
出
先
の
自
治
体
に
連
絡
し
、

二
重
支
給
を
避
け
る
。
４
月
１
日
以
降
の
転
入

者
に
つ
い
て
は
、
通
常
と
同
様
の
手
続
き
で
支

給
す
る
。

　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
が
３
月
前

半
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
申
請
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
体
験
入
学
案
内
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
小
学
校
新
１
年
生
の
申
請
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
が
、

入
学
予
定
の
小
学
校
へ
の
持
参
も
可
能
と
の
こ

と
で
す
。

　ま
た
、
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
医
療
費
を

除
く
援
助
費
に
つ
い
て
は
原
則
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
修
学
旅
行
費
は
保
護
者
の
依
頼

に
よ
り
学
校
へ
支
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　平
成
29
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の

３
日
間
の
日
程
で
、
予
算
・
決
算
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
に
係
る

議
案
を
審
査
し
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
委
員
の
質
疑
が
集
中

し
た
こ
と
か
ら
、
委
員
間
討
議
を

行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
認
定
し
た
上
で
、
次
の

内
容
の
附
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

３
款

　民
生
費
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

① 

重
要
業
績
評
価
指
標
を
明
確
化
し
、

適
切
な
政
策
評
価
を
行
う
こ
と
。

② 

任
意
事
業
の
適
切
な
実
施
方
法
を

検
討
し
、
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
。

③ 

相
談
体
制
に
お
け
る
適
切
な
人
員

措
置
と
庁
内
連
携
を
深
め
る
こ
と
。

　な
お
、
市
議
会
に
お
い
て
は
、
同

事
業
の
推
進
に
向
け
た
調
査
を
継
続

す
る
こ
と
に
す
る
。

　38
～
39
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
委
員
の

質
疑
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

国会・政府・北海道に３件の意見書を提出

※附帯決議…議会または委員会が議案の議決にあたり付け加える意見や要望のこと。法的な拘束力はないが、政治的に尊重されるべきものとされている。

平成29年第４回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成2８年度登別市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定
について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
天神林、戸井
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺、佐々木 可決

教職員の長時間労働是正を求める意見書について
北海道教育委員会「新たな高校教育に関する指針」を抜本的
に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教
育を求める意見書について
診療報酬引き下げ実施を行わず、地域医療を守ることを求め
る意見書について

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

予算・決算委員会（平成28年度決算審査）
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肇

自
立
支
援
医
療
費
増
と

�

消
防
防
火
衣
の
更
新

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物

�

改
修
費
補
助
金

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の

�

早
期
支
給

要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
費
の

�

申
請

附
帯
決
議
を
付
し
て

�

決
算
を
認
定

　第４回定例会では、次の意見書を可決しました。詳し
い内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

※

36� 議会だより　でぃすかす


